
総合振興計画審議会 会議録 

 

日 時 平成 30 年１月 24日（水） 午後６時～午後７時 

場 所 湯沢市役所２階 会議室 23・24 

出 席 委 員 

( 敬 称 略 ) 

高嶋伸夫（ゆざわ小町商工会）、飯塚 康（湯沢青年会議所）、 

前田貞一（湯沢市体育協会）、柴田武彦（湯沢地区自治協議会）、 

高山重雄（湯沢７地区自治連絡協議会）、遠藤幸作（稲川地域自治連絡協議会）、 

戸部 緑（雄勝野づくり連絡協議会）、簗瀬栄美子（（合）トマトクリエイション） 

欠 席 委 員 

( 敬 称 略 ) 

松田悦子（湯沢商工会議所）、井上善蔵（こまち農業協同組合）、 

佐藤政弘（湯沢市雄勝郡医師会）、中山孝子（湯沢市社会福祉協議会）、 

伊藤明美（湯沢市観光物産協会）、佐藤久代（皆瀬地域自治組織地域づくり委員会）、

寺門敏子（NPO ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ ビーイング）、竹下有紀子（クラウドワーカー） 

案 件 
審議：第２次湯沢市国土利用計画について 

報告：湯沢市公共施設総合管理計画について 

概 要 

◆ 委員の交代について 

 湯沢青年会議所 住谷 達 委員 ⇒ 飯塚 康 委員 

 

◆ 審議：第２次湯沢市国土利用計画について 

 策定目的、社会情勢、基本方針等について担当より内容を説明した後、委員が質

問する形で進行。 

○ 委員 

 土地利用としてはほぼ現状維持が見込まれているが、民間資金を活用した大規模

な県立公園等の予定はないか。 

● 事務局 

 民間資金ということでは地熱発電所の建設等は行われているが、大規模な公園等

の予定は見込まれていない。 

○ 委員 

 人口減少や高齢化が進み、山や田畑の管理に携わる人が減ってきている。国や県

の予算は決まった目的にしか使えないようであるが、地域貢献や社会貢献等を総合

的に判断した事業展開が必要だと思う。 

○ 委員 

 市内にある国や県の未利用地の有効活用も必要だと思うが、旧商工跡地はどうな

るのか。 

● 事務局 

 跡地利用について様々検討を行ったが、工業団地として位置付けることになり、

企業誘致に取り組んでいる。 

○ 委員 
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 利用区分ごとの面積の増減理由は何か。 

● 事務局 

 道路建設や河川改修、市営住宅建築などにより、農地や森林が減少し、道路や河

川、住宅地等が増えている。 

 

◆ 報告：湯沢市公共施設総合管理計画について 

 個別計画の策定方針等について、担当より説明を行った。 

○ 委員 

 「広く市民の声を聞く」とあるが、限られた市民の声とならないよう、時間がか

かると思うが、徹底してやってもらいたい。 

● 事務局 

 会議に出られない人もいると思うので、工夫して市民の声を集めたい。 
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